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は
大
止
十
二
年
i
会
句
ま
す
.
‘聞

大
む
ず
駅
と
哀
鶴
間
の
@
良
電
鉄
の

開
催
療
は
剛
相
天
皇
の
-M
鶴
岡
却
位

式
の
あ
と
の

剛
和
三
年

士

九

二
人

1

4

し
1
.

パ
ス
が
市
内
を
定
っ
た
の
は

E

一

年

の

奈

良

市

R

Z

?

き
t

ら

は

t

A

E

宵

祭
も
は

ιま
句

脅

パ

ス

a

，，

ス
と
市
民
は
よ
ん
で
例
府
し
ま

し
k
・
そ
れ
色
太
予
樽
-
R
争
中

の
開
策
で
十
八
与
十
ト
は
a
m
A
u
x

aに
ま
と
f
ま
し
ら

自

の

Z

2

2

じ

ま

"

は

昭
和

三

牟

E

E

"

で

し
た
a
九
年
か
ら
は
三
条
過
ち

盆
大
路
&
ど
と
す
す
み
ま
し
た

聖
目

z
t
J
E

か
ら
れ
包
寺
i
・
町
の

a
m鉱
帽
と

Z

Z

?

=

一

年

後

に

ま

L

ま
し
た
・
ま

た

紀

441
一
の
鳥

膚

l
l
a
m
じ
る
い
わ
ゆ
る
*
テ
ル

:
1
1しミ

不
事
な
-
R
，
の
あ
L
E

日
本
経
請

が
彼
-
R
す
る
K
L
と
も
に
ク
ル
マ

社
会
に
な
っ
で
き
ま
し
た
也
市
凶
m

t

f

E

の

宅

地

E

も

す
す
み
温
附
の
隻
鍋
が
拠
・
L
と

A
g
旬
ま
し

fz

富

山

A

i

E

Z

を

肉
匁
字
近
く
を
か
け
で
=
十
四

年
』
は
会
週
寄
せ
ま
し
た
が
東

慢
の
山
あ
い
を
血
け
る
名
取
岡
温

も

開

1
Mヰ
ー
で
き
ま
し
た
・
同

量
二
十
問
り
鎗
の
摂
海
甥
滑
に
酎

面
会
れ
た
バ
イ
パ
ス
は
予
鍵
音

院
の
衡
の
逮
齢
傑
存
の
た
め

4

2

1

?

一

2

2

F

変
更
し
て
五
十
二
年
i
金
過
L

f
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島
市
闘
を
飴
ぷ
鉄
越
は
す
で

J'肉
十
肉
年
来
近
鉄
議
自
民
自
思
の

型

化

翌

年

に

は

E

へ

地

下

守

人

れ

主

演

四

十

七

年

に

な
る
と
高
の
原
駅
を
剛
般
翌

t

E

T

f

し

て

い

ち

だ

ん
と
Z
に
な
っ
て
い
1・

!ν

つ
ぽ

9

=
一条
バ
イ
パ
ス
は

一
千
八
年
に

t
年
後
』
は
L
S

E

t

-

温

"

の

開

温

が

み

ら
れ
ま
す
・
L
C
}
ろ
が
旧
市
街

旭
を
合
同
定
t
ぬ
け
る
中
す
ら
u
e
の

遣
の
院
軍
備

ua-患
が
つ
づ
き
ま
し

q
z
z
E
'
z
z
 

は

f
B決
ま

ら

f大

留
守
め
観
月
を
慢
で
平
成
七
年
二
月

l
A
官
面
開
通
し
ま
し

r--

ふ
え
つ
づ
け
る
ク
ル
マ
社
会
に

刈
応
し
て
平
成
五
年
か
ら
甫

E

T

-

-

E

f
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カ
l
ひ
』
と
や
す
み
ヨ
7
1
」
に
L
て
い

ま
す
・
環
境
問
竃
も
ふ
〈
め
て

血
新
し
ま
し
た
が
第
一
飯
命
温

?

と

主

に

S

L

E

観
定
蔵
で
綱
仰
さ
れ
て
い
ま
す
・

文
血
友
，
勧
膏

イ
-
一
ヲ
ス
ト
思
野
康

つ

近
酷
奈
良
駅
白
地
雫
化

大
正
=
一
与
で
丸

一
回
)
同
月

大
必
視
の
衝
天
仮
槍
押
収
織
が
醐

七
月
に
ほ
東
向
中
町
に
命

九
月
島

E
-
E

ぞ
れ
か
ら
学
憧
紀
あ
ま
り

占而

臼
ぶ
万
国
.
博
覧
会

自

の

2八
a

E近
鉄

-
年
人
か
"
の
工
期

一月
九
日
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奈
良
じ
ず
む
野
鳥

i
知
っ
て
梁
し
い
身
近
な
野
鳥

1

|主 4
u
a
t
Eに
?

〈

な

l
る

」
ろ

t

Zた
ら

と
出
同
会
う
た
め
に
脅
日
山

h
蘭

へ
の
早
朝
山
参
事
金
給
の
ま
す
・

「ピ
l
リ
l
リ
i

ピ
ィ
l
t彫
り

ン
ィ
ジ
ふ
」
オ
オ
ル
リ
で
す

オ
オ
ル
リ

U

ツ
バ
メ
会
ど
と

伺
織
に
春
に
な
る
色
日
本
金
筒
れ

る

Z
I--は
十

六

五

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

で

ス

ズ
j

よ

句
少
し
大
き
く
ふ
っ
く
ら
と
し

た
感
じ
が
し
ま
す

J
A
肴

中
が
き
れ
い
会
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

で
の
と
は
黒
く
お
れ
ゆ
か
は
白

l-貸
し
い
島
で
す
・
a宥

S
宙
戸
は
日

本
三
.
島

A
A
L
V
・
-
き
歯
戸
の
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身
)

長

Z
れ
る
く
ら
い
委
し
く
て

食
〈
通
る
声
で
す
・
予
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直

し
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の
向
き
そ
う
な

i
聖

書

A
に

;

ら

e
t
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メ
ス
の

h
u
大
き
径

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
・
味

i
tで
E
S

か
ぜ
る
こ
と
は
陪
と
ん

rあ
り
ま
ぜ
ん
メ
ス
U

E
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に
u

守
た
企
l
b
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昧
な

次
官
に
会
勺
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ま
す
・
6
F

ス
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の
ゆ

4
ド
な

勺
で
い
る
-m
の
多
く
は

メ
ス
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味
会
励
賞
い
に
会

っ
て

l-ま
す
入
聞
の
怪
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遣

の

よ

う

E

u--
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そ
う
と
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空
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〈
&
っ
て
い
ま
す
が

}

オ
ス

U

S
れ
ー、
な
ど
け
で
は

f
z
sる
こ
と
が
で
き
ま

せ

ん

良

い

2
貯
金
確
保
し
な

け
れ
ば
‘
け
む
い
の
で
す
耐
か

ら
H
本
に
渡
勺
て
来
て
聞
も
な
く

オ
え
た
島
ゆ
少
し
で
も
良
い
喝

所
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稽
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し
ょ
?
と

-
mな
縄

袋
町
争
い
を
組
問
り
ひ
ろ
げ
宮
す

そ
れ
を
属
、
放
い
て
得
た
縄
様
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の
良
さ
金
一
等
懸
命
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訴
え
て

い
る
の
が
あ
の
き
れ
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な
故
戸

な
の
で
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甘
か
Pら
均
オ
オ
ιルw
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鈴
に
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も
.
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す
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t
ほ
詰
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急
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ま
す
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台
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h
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E
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ボ
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H
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摘
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⑨
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(
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・
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膏
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・
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仁
um
会
の
山
本

a'gsjAIA守
刷

H
徐
川
町
一
周
二
阿
相
卯
小
m
T

絞
内

包
九
五
l
o
二
0

3

ヘ

i
i弓

・
母
手
段
麿
の
お
母
さ
ん
の
舗
い

「と

も

だ

ち

」

i
i
i
 

2
1日
明

午

後

l
時
、

3

酋甲
a
a
w
a
m
l

-
さ
」
ろ

母

s
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2
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、
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'
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齢
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ザ
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ム
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を
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気
軽
に
は
じ
め
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
を
訪
ね
て

一一

zi大
型

今

年
に
人
勺
で
か
ら
は
ロ
ン
?
の
タ
ン

カ
ー

z
a
S草
3
1予

iぃ
i
e
f
u

j
し
い
入
の
綱
領

S
Eポ
ラ

ン
テ
ィ
?
を
し
た
い
入
に

Z
Sで危

り
し
て

5
1
2

に
し
て
必
ら
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

産
自
;
ぃ

z
tい
品

、
ま
すl
i
e
-
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ま
せ
ん
M
V

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル

J
E
Zし
て
関
心
を
仙
何
つ
よ

う
に
な
句
ま
し
た
。
一
年

u
r前
か

主
雀
に
あ
る
特
別
富
老
人

T

S
サ
J

タ

マ

リ

ア

2
2作

句
の
ボ
ラ
J
晶

7
4
ア
に
行
〈
よ
う
に

な
旬
ま
し
た
・

高
値
に

z
t怖
守
さ

れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
わ
か
知

り
た
く
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
自
ね
て
み
ま
し
た

J

=ー

を
健
点
に
奈
A
t
mボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
過

織
協
磁
会
M

置
か
れ
て
れ
お
り
セ
ン

タ
ー

l
uグ
ル
ー
プ
で
活
動
量

U
き

れ
て
い
る
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大
十
コ

E
あ
り
ま

す

今

嗣

?

?
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し
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ネ
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初
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Z
岡
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入
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①
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宮
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ル
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T
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h
-

-
7
f
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な
ど
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の
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し
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手

1動

2
2
2
7

ピ
ス
尊

2
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主

に

Z

L
た
グ
ル
ー
プ
に
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か
れ
て
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ま

す
・お

天

皇

で

は

震

災
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来

何

愛
し
た
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と
し
う
日
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な
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で

す

が

何

2
3テ
4
ア

詰

を

や

3

て
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た
I
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と
箇
ね
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需
ら
れ
る

H
M
v
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え
て
L
る
そ
う
で
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を
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関

t
z
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z
f

f
i習き
れ
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そ
う

で
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大
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代
の
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多
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百

三

何
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代

の

荒

い
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E
S
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ま
し
た
が

Z
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あ
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z
e
T
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い
る
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こ
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z
i
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f
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?
?
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ら

と

育

っ

て

喜
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労
に
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I
a

T
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る
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E
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事
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・
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1
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Z
Z
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E
E
2
2
3
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を
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い
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い
う

Z
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そ
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・

E
大

て
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事

植
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賄

事

の
ボ
ラ
ン
テ

J
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:
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ま
す

J
3
3
1
1受

け
る
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し

て
い
る
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あ
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く
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1
2だ
け
で

E
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仕

事
を
領
ま
れ
る
舟
も
あ
る
そ
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で

i
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j
H
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人
と
の
コ
ヨ
A

ニ
ヲ
l
y
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ン
も
大

切
で
す
か
ら
気

を
つ
け
て
は
し

l-です
ね

ポ
ラ
ン
チ
ィ

ア
は
自
分
の
意

必

気

持

、

で

鈎
め
る
も
の
で

あ
ち
姐
制
さ
れ

る
も
の
で
は
あ

り

aぜ
ん
の
?

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

盆
す
る
・
で
自

分
自
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も
向
上

で
き
な
け
れ
ぽ

と
も
宵
わ
れ
ま

l
i
l
tない
で
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分
の
で
き
る

E
E
F続
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
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で
す
・

ア
メ
リ
カ
で
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一
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人
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い
頃
か
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何
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ボ
ラ
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テ
ィ

ア

詰
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E
し
て
お
り

F
E
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も
る
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ら
白

T

f
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J
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た
ニ
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ゐ
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す
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車
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ゃ

1
1
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れ
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す
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害実荏l;t二手r，!" t-"'"彩しつける塀
観としての自信を持って 子どもを しつけましょう。

家庭はやす円#の場

ゆったりとユ モアのある明るい雰囲気で、

子どもの心をいやしましょう。

青少年を非行から守る市民の集い
潤いて!ぼくたちわたしたちE声を.
とを 7月148Q月斤後l陣学

ところ史樽文化センタ (三条大擁ト了自)

内容鬼量生徒によるシンポ与つム

こんなときには相談してください
夜道ぴ~，覆金品の持、出し家出外泊

無資格運転暴力~物吸引 その他.鍋みのニ之

市V少年指渇センター 33-1282 

すζやかテレフ方ン 35-1002 

(ト蝿U午後時一岬土日制午前向尚一刊岬)

目的テレフォン 35--1002 

"月ゅの月~輔日午後iト 岬)

子どもと*sテレフョタン網密機
ヤンク"0番

教育心理梱厳重

23-4152 

2ε--0110 
22一司4829
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4字句院の fなら SっQ'9iJll?
f/ I 9 D (，nf:M) . 20 fI • 21 
" ， 隊司院とfill:.11オ佳境内 f震
火tfJT:'RIIE. 
d:t!名用コ企C.，肢と-.に ヌ，
y プルで.，l'ご "'い働金ぃH

つ"ι… 骨骨aのLの.の'ehに
t'1;/ijtI'IJlぜん".
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町

日
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E
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3
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E
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/
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山
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明

跡
ル

・7
・・

二
冨
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

7月20日(印・21国側
・盆塩膏回大役場内 f飛火野」
-ー・ーー・.. . . . . . . . . . 
マロットキャラクター酌叫

ノンストップステ→で
21日側
まつりも最高潮! 公

共
芦
週
縄
聞
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
.

，後3時から開渦 1: ~わう悔恨底と市民嘗加のスチー ソがま

っ旬気分t~ ~λ たぜます.子ども広場?はキャヲクタ← γ ョ ー

『キューティーハニーj ンョーと写a・・6会 色紙プレゼノトも
あちます.

夕刻からのメー〆ステージでは 音楽が関場ゃ量"を組えて.，

レー.J<Hさん お父きんの傷事時代のピヲトパレード『オール

ヂィーズピヲ トパしードJ<鮒まり 子ども，ら必写寄町まで

市民もテロの.，も受えてメロデ4ーをパト〆タヲイト 般後".

境‘でi~橿，被けるタケカワユ'"が盛円上げH.

そして'"闘を・め"るエ〆デイ J グ まつりの熱気がのこ

る燭台の'匹が鋼じられて」き

ます.

タケカワ，.与ヒデ

"日 "8の僚はついて
• t!::"t 岬のミニJ!l;iU"!< J!; lt閥復 1- 1o!1r~ます， ， 日約'""人しか集計~ l ，t 
んので あらかじめどfゑ〈貯きい今
H門クタ〆ヨー脚色紙プレ小川】闘の〆ヨ -I~"" ，' 5 0蜘品川叩計
ヲレゼン トは司会信左のじ"""'1λで決める予定です
砂川蜘闘で崎町刊lU'1'更に叫場合があ句ます事ユーティーハニーユ" ー

O金蝿いは"スF慣別
"奈良駅近候黛良駅から
4長良受通パス rlHltをま夜.温蘭Jt.寸ぐ
!t"2Q分

0交通匁酬のお畑5¥き(草庵日週行広め)
仁二コ 19 H-午後5時ごろ-，時ごろ

{パス ，クシ-.11可)
-'fI食，.ごろ-，桝ごろ

2・午後7鈴ごろ-，"時ごろ
♀l阿ーミヂ後5・@ご為、9時阜ごろ

0:::ヨ
仁二コ
仁二コ'"

{パス ，クシ-"1i可}
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つ

なうまつり'97
19日ω
前夜祭大パレード

'"聞にbたる r f.t<， t""~.97J の安舎を『火"舵L ζの

『火jとともにJRatllf:-.以抱の"を豹2千人が大パレード...
の工:tt.らしたヲUートが量樋悔し‘パヲ.ーマシ，が繍句広げ
鳥れSす.
スタ ト・t置のJUU亀駅鋪広婚で"・加.め制度tt..旬が ゴール
の蝶"池で".加間体'"・RにLたコシテえトo.・"そも"われます.

催したくさん
20日(日)
なうまつり'97開幕

削"午後3時h俸制"の聞がにSやかにすープンします.
h ンス<-クでいープニシグセレモユ叫i吋削減

仰の棚倉ど附酬がけージ同り Uf:f:1".けがれ
"には予レピでお・険みの「クリゾプツ&医似.子Jによるソ，クリ
軒叫I....~. -そしで'"崎付金レ<.-刊しい4
，・の<<均，す

タリソヲツ

当2た 予ど‘t広ζ.で占“孟ヲγヲアやミニ"rまuろぱ'鰍院温J.がe子ど‘たzらるの度一戸町4釜E到'匝せて』定陸勿 ‘金旨調.内で'"ど‘た，
咽帥刊‘い.叩‘哨岬嶋岬仙.酎m量岨"'山『円，.晶民イH山え日ぺ山…}叩臥】
I .・‘a祖 国'ーシ・ー『ピーo.・プ"タJt."f.'(さん.シ・の鋳"食6ニ"色

"1・M 山・

反のプレゼシト...・帥同句...

鳴い嶋岡市川向島町四に…...…

...り，...
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一戸田‘

同和教育ブロッヲ別研修会(前期) 「地球環境 賞 募集
fともに生きるために」司聖子 マ"、刑罰宵墨画書

と町同和暫膏植進協語会が其壇で帽を軍曹.其主祉告
'ごみ誕量 リワイヲ"費目置民団悼曙聞事嗣贋

のあり力、た聖唱えるとともに、問寺町問題解主曹のための
近午、 fごA問哩JiJ 11常生胡町身近な問哩と LてiHf

歯科を提~C曹す.
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71WII ，~' 官.公民圃 内陣Z
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7 n ml'~ 関車公民圃 .，・E .1'， t.'"・..棋 "
課[左京九丁目 2D71-300トへE

ト;;:円規 湖毎公民館南摘E .rli帯解輔.
11，め 中央]:1(量南崎I桶貧困町 ，.寺町抽.宇H佐H保 『ごみ誠量 ・リザイク"J関連ピデ才を貸出します
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